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弘前大学は，高い教養と幅広い知識を有し，自ら課題を探求して判断する能力を有する自

律的な社会人として，国内外で先導的に活躍する人材を育成することを教育の目標としてい

ます（カリキュラムポリシー，ディプロマポリシー）。この目標達成のため，教養教育にお

いても平成 28 年度にカリキュラム改革が行われ，①主体的・能動的学習への転換，②文理

融合型教育による多元的な視点や思考法の獲得，③国際共通語としての英語能力の獲得，④

地域志向性（地域がもつ強みや課題の理解，課題解決への意欲等）の涵養，⑤国際性（異文

化理解，多文化共生等）の涵養を目指したカリキュラムへと大幅な変更をいたしました。こ

れに伴って教養教育の実施運営の組織も，これまでの 21 世紀教育センターから教養教育開

発実践センターへ改組されました。

これらの改組，カリキュラム改革に伴い，この度，旧組織で刊行していた「21世紀教育

フォーラム」を発展させた「教養教育開発実践ジャーナル」を新たに発刊することとなりま

した。本ジャーナルは，高等教育に関する実践的・学術的研究の成果を公表することを目的

に刊行するものであります。

平成 24 年 8 月の文科省の中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的

転換に向けて」において「主体的な学習を促す学士課程教育への転換」が求められており，

本大学における教育改革も，この答申を受けてのものとなっています。近年の学生は，与え

られた課題に関しては能力を十分に発揮できるのに，課題を自ら見つけ出し，解決法を考

え，周囲の人間に言葉で伝えるということが極めて苦手である人が増えていると感じている

のは私だけではないと思います。この原因を的確に述べることは，浅学の私には到底できま

せんが，教育環境，社会情勢等がめまぐるしく変化し，また，学生自体も大きく変化してい

る中で高等教育を実践しなければならない時代であると思います。そのような変化をしっか

りと受け止めながら，高等教育における様々な実践の試行錯誤を繰り返し，教育の質の向上

を図ることが必要不可欠かと覆います。今後，みなさまからの多数の投稿があり，本ジャー

ナルが高等教育に関する活発な議論をしていただく場になることを切に願い，巻頭の挨拶と

させていただきます。

発 刊 に よ せ て

弘前大学教育推進機構教養教育開発実践センター長

小　岩　直　人　
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この度、『弘前大学教養教育開発実践ジャーナル』の創刊号を発刊することができました。この
雑誌は、弘前大学21世紀教育センターの組織変更を機に、これまでの『21世紀教育フォーラム』
に替わり、内容も形も変えて新しい雑誌としたものです。
『弘前大学教養教育開発実践ジャーナル』は、高等教育に関する実践的・学術的研究を促進し、「教
養教育」の改善に資することを目的としています。今号は、創刊号にふさわしく、３本の英文の論
文を含む10本の論文と、２本の実践報告（うち１本は英文）を掲載することができました。
内容も、アクティブラーニングの理論や、視覚的教材の意義、地域と英語教育とを組み合わせた

新しいコンテンツ授業について、英語科目におけるポートフォリオの応用可能性、語彙サイズテス
トによるプレイスメントの試みなど、英語教育を論じた論文を５本、さらに英語教育については、
ICTを用いたスピーキング学習とはやぶさカレッジについての実践報告も掲載しました。またキャ
リア教育では、地元就職への取り組みや、学生提案型の地域プロジェクト学修の可能性、共育型地
域インターンシップのモデル構築と、３本の論文をご投稿いただきました。さらに、大正期におけ
る教養教育の考察、 放射線シュミレーションの教育的有効性の論文も掲載しています。教養教育に
関する学術誌として、幅広い分野から投稿していただき、充実した創刊号となりました。
今号は、編集委員会の体制作りなど準備に時間を要したため、刊行までのスケジュールがタイト

なものとなり、執筆者の皆様には大変ご迷惑をおかけしました。執筆者の皆様は勿論のこと、編集
委員各位、査読に協力下さった皆様、編集作業に関わった事務職員の皆様、多くの方々のご協力を
得て、刊行に至ることができました。ここに心より御礼申し上げます。
なお来年度以降も、本誌は年一度の刊行を予定しています。今後、一層よりよい雑誌にすべく努

力して参りたいと思っております。本誌について、皆様のご批正を賜りましたら幸いです。今後と
もどうぞ宜しくご教導賜りますようお願い申し上げます。　 　（渡辺）
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